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この度、公益財団法人川崎市産業振興財団（以下、財団）は、「ナノ医療イノベーションセンター(iCONM)　 ニコン社製共焦点顕微鏡修理業務」について、財団契約要綱に基づき、以下のとおり一般競争入札を行います。
本件入札については、関係法令等に定めのあるもののほか、この入札説明書によるものとします。

1．一般競争入札に付する事項
（1）件名		ナノ医療イノベーションセンター(iCONM)
ニコン社製共焦点顕微鏡修理業務
（2）入札実施日	令和７年５月７日（水）10時30分

（3）入札場所		公益財団法人川崎市産業振興財団
ナノ医療イノベーションセンター（iCONM）3階（3001）

（4）業務概要		別紙仕様書による

（5）業務完了期限	令和７年６月３０日（月）

2．一般競争入札参加資格
　入札に参加を希望する者は、次の条件を満たしていることが必要です。
（1）公益財団法人川崎市産業振興財団契約要綱第2条の規定に基づく資格停止中でないこと
（2）団体又はその代表者が契約を締結する能力を有する者又は破産者で復権を得ている者
（3）地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の4第2項の規定により川崎市における一般競争入札の参加を制限されていない者
（4）川崎市から指名停止処分を受けていない者
（5）団体又はその代表者が地方税、法人税、消費税及び地方消費税を滞納していない者
（6）会社更生法（平成14年法律第154号）に基づく更生手続開始の申立をしていない者。又は民事再生法（平成11年法律第225号）に基づく再生手続き開始の申立をしていない者
（7）団体又はその代表者が以下に該当する者でないこと
　　　ア．法人等の役員等経営に関与する者（以下「役員等」という。）に、暴力団員又は暴力団員でなくなった日から5年を経過していない者（以下「暴力団員等」という。）が含まれている場合
　　イ．法人等又は役員等が暴力団又は暴力団員等を使用している場合
　　ウ．法人等又は役員等が暴力団又は暴力団員等に対して、金銭、物品その他財産上の利益を供与している場合
　　エ．法人等又は役員等が暴力団又は暴力団員等と密接な交際をしている　場合
　　　オ．法人等又は役員等が暴力団又は暴力団員等が実質的に支配している法人その他の団体を利用している場合
（8）当該業務について迅速かつ確実に履行できると認められる者

3．入札参加申込書等の提出方法及び提出期間
（1）提出書類
　　　ア.　入札参加申込書（第1号様式）
　　　イ.　過去に行った同様の実績がわかる資料（書式は任意）
（2）提出方法	上記提出書類2種を電子メールへ添付し提出してください。
持参、FAX、郵送、その他の方法による提出は認めません。
公益財団法人川崎市産業振興財団
ナノ医療イノベーションセンター（iCONM）管理部
メールアドレス　iconmkanri@kawasaki-net.ne.jp
メール件名に「ニコン社製共焦点顕微鏡修理業務」入札参加
申込書と記載
（3）提出期間	令和７年４月２８日（月）～５月７日（水）午前10時まで
（土曜、日曜及び祝・休日を除く9時から12時まで、13時から17時まで）

4．応募及び仕様書に関する質問
応募及び仕様書の内容について疑義がある場合は、次により質問してください。質問は電子メールで提出するものとし、仕様書に関してはその該当箇所を明示してください。
（1）受付締切	令和７年５月２日（金)10時まで
（2）受付場所	公益財団法人川崎市産業振興財団
ナノ医療イノベーションセンター（iCONM）管理部
メールアドレス　iconmkanri@kawasaki-net.ne.jp
メール件名に「ニコン社製共焦点顕微鏡修理業務」質問書と
記載



5．入札手続等
（1）入札書及び契約の手続きにおいて使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨
（2）注意事項
ア　入札参加者は、入札書（第3号様式）をメール添付にて提出してください。電話、電報、テレックス、ファクシミリその他の方法による入札は認めません。
イ　入札金額は、業務遂行上必要とする一切の諸経費を含めた額としま　す。
ウ　落札決定に当たっては、入札書に記載された金額をもって落札価格　とします。
[bookmark: _Hlk117813767]エ　代理人が入札する場合は、入札書に入札者の住所、氏名又は名称若しくは商号及び代理人であることの表示並びに当該代理人の氏名を記載して押印（外国人の署名を含む。以下同じ。）をしておくとともに、入札時に委任状（第2号様式）を提出してください。
オ　入札者又はその代理人は、入札書の記載事項を訂正する場合は、当該訂正部分を線で抹消し押印してください。
カ　入札者又はその代理人は、一度提出した入札書の引換え、変更又は取消しをすることができません。
キ　入札者又はその代理人は、入札書を提出するときは、入札公告等において求められた義務を履行するために必要とする関係書類を併せて提出してください。
ク　入札者又はその代理人が相連合し、又は不穏な挙動をする等の場合で競争入札を公正に執行することができない状態にあると認めたとき、又は天災地変その他やむを得ない事由が生じたときは、当該入札を延期し、又はこれを中止します。
ケ　入札者又はその代理人は、入札時刻後においては入札会場に入場することはできません。
コ　入札者又はその代理人は、入札の場所に入場しようとするときは、入札関係職員の求めに応じ、入札参加資格を証明する書類又は身分証明書を提示してください。
サ　入札又はその代理人は、入札担当者がやむを得ない事情があると認めた場合のほか、入札が終了するまでは、入札の場所を退場できません。
シ　入札書の提出前に退場した者は、いかなる理由であれ、その入札に参加できません。また、再度入札を行う場合も同様とします。
（3）開札
ア　日時及び場所
　　　　入札終了後、直ちにその場所において行います。
イ　開札に立ち会うことを認められる者
　　　　開札は、入札参加者を立ち会わせて行うものとし、入札参加者が立ち会わない場合は、入札執行事務に関係ない職員を立ち会わせてこれを行います。
（4）落札者がない場合の措置
開札をした場合において、落札者がないときは、財団契約要綱により、直ちに再度入札を行います。
（5）入札の無効
次の入札は無効とします。なお、（4）により再度入札を行う場合において、当該無効入札をした者は、これに加わることができません。
①金額の記載がない入札
②法令又は入札に関する条件に違反している入札
③同一入札者が二以上の入札をした場合、当該入札者のすべての入札
④所定の場所及び日時に到達しない入札
⑤入札者又はその代理人の記名押印がなく、入札者が判明できない入札
⑥金額の重複記載又は誤字もしくは脱字により、必要事項を確認できない入札
⑦入札参加資格のない者、入札参加条件を満たさない者（開札時点において指名停止期間中である者等入札参加条件に反した者を含む。）及び虚偽の申請を行った者がした入札
（6）入札書に関する事項
　　入札書は、財団が示す書式により、次のことを表示し押印してください。
①入札年月日
②入札者の住所、氏名及び印（法人の場合は所在地、商号又は名称、代表者の氏名及び印）
ただし、代理人出席の場合は、入札者の住所、氏名（法人の場合は所在地、商号又は名称）及び代理人自身の氏名及び印（委任状で使用している私印であること。）
③入札金額（記載する金額は、（2）イのとおりとします。）
（7）　落札者の決定の方法
予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とします。
②落札者となるべき同価の入札をした者が2人以上あるときは、直ちに当該入札者でくじ引きを行い、落札者を決定するものとします。この場合において、当該入札者のうち開札に立ち会わない者又はくじを引かない者があるときは、これに代えて当該入札事務に関係のない職員がくじを引くものとします。
③入札は2回を限度とし、再度入札においても落札者がない場合は、再度入札において最低金額の入札を行った者が見積書を提出し、予定価格の制限の範囲内で随意契約を行うものとします。

6．その他
（1）落札後に契約書の作成を要します。
（2）入札参加者、又は契約の相手方が本件調達に関して要した費用については、すべて入札参加者、又は契約の相手方が負担するものとします。
（3）入札に参加する者は、参加に当たって知り得た個人情報、事業者の情報その他財団の情報（公知の事実を除く。）を漏らしてはなりません。
（4）提出された資料等は返却しません。入札（見積）に当たっては、下記事項に十分留意してください。
ア　入札に関する事項を十分理解し、すべてを了知されたうえで入札して　ください。
イ　入札に関する事項とは、入札の公告、入札説明書、仕様書及び見本並びに係員が説明する入札に関する諸事項をいいます。
ウ　上記入札事項について、不明な点、疑問点、その他理解できない点があった場合は、入札前に係員に対し問い合わせてください。
エ　入札中は、問い合わせ以外の一切の発言を認めませんので、静粛に入札を行ってください。
オ　入札に参加する者は、入札について談合又は何等の協議もしてはなり　ません。
カ　財団に提出した入札書は、書き換えたり撤回することができませんので、誤算や違算、又は見込み違い等のないように十分注意してください。
キ　入札は、本人又は代理人によって行われることとなりますが、代理人の場合は、委任状をすでに財団に提出しているものを除き、必ず入札前に係員に提出することとし、その確認を受けた後に入札に参加してください。また入札書に押印する印鑑は、委任状に押印した代理人の印鑑(私印)を押印してください。
ク　入札は、第1回で落札者が決定しない場合は、直ちに再度入札を行うこととします。このとき第2回目の入札に参加する意思のないときは、入札書に辞退の旨を記し係員に提出してください。
ケ　入札に当たり不正な行為が行われたと認められるにたる事実が判明した場合は、退場を命ずること、又は、中止することもあります。
コ　入札は、財団の予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって申し込みをした者を契約の相手方としますが、当該契約の確定は、財団が提出した契約書に双方がともに押印したときです。
サ　落札者は、直ちに財団の指示に従い契約確定のための事務手続きを進めることについて協力してください。
シ　入札書は、財団の定める様式によるものとし、入札書はあらかじめ用意しておいてください。
（5）入札保証金及び契約保証金については過去の実績により納めていただく場合があります。

（6）事情により入札を取り止める場合があります。

7．契約・業務実施スケジュール
	公告開始
	令和７年４月２８日（月）

	入札参加申込
	令和７年４月２８日（月）から
令和７年５月　７日（水）10時まで

	仕様書に関する質問書受付
	令和７年５月　２日（金）10時まで

	入札日・落札者決定
	令和７年５月　７日（水）

	本契約締結
	令和７年５月　７日（水）（予定）

	業務実施期限
	令和７年６月３０日（火）


業務実施期限は検収終了日としますが、当方都合により検収が遅れた場合は期限を延長いたします。

